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私はラグビーと学業の両立を目指して、フィジーから摂南大学に進学しました。
来日当初は文化や言葉の違いに苦労しましたが、仲間の支えや日本語の授業を通
じて、コミュニケーション力を高めることができました。摂南大学でのラグビー
生活は怪我に悩まされ、思い描いた通りにはいきませんでしたが、「日本のトッ
プリーグでプレーする」という目標を諦めることはありませんでした。最終学年
には、現在所属している東芝ブレイブルーパス東京からトライアウトの機会をい

ただき、自らの道を切り開くことができ
ました。後輩たちには、目標を持ち、努
力を続けることの大切さを伝えたいと思
います。

OBからの Message

Rugby 法学部・法律学科

三羽 了

私たちラグビー部は「関西Aリー
グ優勝」という目標を掲げ、日々
の練習に全力で取り組んでいま
す。昨年はAリーグ残留という結
果に留まり、勝利を掴めない苦し
さを何度も味わいました。
今年度はその経験を糧に部員一人
ひとりが覚悟を持ち、変化を恐れ
ずに挑戦を続け、目標達成に向け
て全力で戦い抜きます。

関西大学ラグビーAリーグ優勝

▼関西大学春季トーナメント７位
▼関西大学ラグビーAリーグ８位

近年の実績

団体目標

年間スケジュール

2017年度卒業
ジョネ・ナイカブラ（法学部）

Contact

４月：関西セブンズフェスティバル
５月：関西大学春季トーナメント
６月：関西大学春季トーナメント
７月：関西大学春季トーナメント
８月：夏合宿
９月：関西大学ラグビーAリーグ

10月：関西大学ラグビーAリーグ
11月：関西大学ラグビーAリーグ
12月：関西大学ラグビーAリーグ
１月：トレーニング期間
２月：トレーニング期間
３月：トレーニング期間

日本学生対校選手権大会　連覇

▼日本学生対校選手権大会 男子・女子団体 優勝
▼国民スポーツ大会出場・入賞
▼2025 IFSC クライミング・ワールドカップ バリ 優勝
▼2025 IFSC クライミング・ワールドカップ マドリード 3位
▼IFSC ワールドカップランキング2025 リード 3位
▼IFSC 世界選手権 ソウル  2025 リード 2位
▼リード世界ランキング2025 1位

近年の実績

団体目標

年間スケジュール

４月：大阪・奈良選手権
５月：強化練習
６月：強化練習
７月：国スポブロック大会
８月：強化合宿
９月：ジャパンツアー開始

10月：国民スポーツ大会
11月：日本学生対校選手権大会
12月：合同練習
１月：コンペシミュレーション
２月：ボルダージャパンカップ
３月：リードジャパンカップ
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国際学部・国際学科

吉田 智音

スポーツクライミング部では、
ウォールに設置されたホールド
を掴みながら登るボルダリング
と、ロープを掛けながらはるか
高いところまで完登を目指す
リードクライミングを中心に
日々練習に励んでいます。
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部での経験
クライミング部での活動を通して、技術面だけでなく、物事への取り組み方や考え方も大
きく変わりました。練習メニューの組み立て方、限られた時間の中で効率よく力を伸ばす
方法、試合に向けた準備など、続ける中で得たものは多かったと思います。特に、自分の
登りを客観的に分析して改善点を探す習慣は、どんな場面でも役に立つと感じています。
部を通して成長したこと
部で過ごす中で、周りの動きを見てサポートしたり、意見をまとめたりする場面も多く、
チーム全体の状況を考えながら行動する力も身につきました。
後輩へのメッセージ
クライミングは、自分の成長が見えにくい
時期もありますが、試行錯誤を続けること
が必ず力になります。周りと話すことで気
づくことも多いので、行き詰まった時は遠
慮なく相談してほしいです。自分のペース
でいいので、積み重ねを大事にして取り組
んでいってください。

��ts Climb�g

抜井 亮瑛
（国際学部）
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